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ホップズの初期論説「トゥキュデイデース
の生涯と歴史」について…・ ・ー・・…・ 田中秀夫 m
資本制生産様式と





















































2) ケイ γ ズは1037:年の講義ノ トで，有効需要白役割をきらに強調するために，長期期待を 定
と想定するだけでなし短期期待もつねに実現されるというそテ'ルを示唆してし唱。クリー ゲノレ
はιり七テノレを静学的 Cstatic)均衝七デルと呼び， r一般理論」における上述のような不碓実性
の処理法を静態的 (stat旧 nary)均衡モテツレと呼んでいる。 クリーグノレ[4J。
3) r静穏J(tranq旧 lity)の条件のもとに，資本蓄積，所得分配などの動学的問題を分析したJ・
ロピソゾンの業績が，こ白ひとつの典型であることは，容易に理解できょう。

















とみなすならば，企業は，合計nCν十1)個の財 xie(i=l，2，. ••••• n; t=O， 1，.. 
.."ν〕のあいだの投入・産出を，最適に決定しなければならない。簡単化のた
めに第 1財のみを産出とし，産出であることを示すために，その数量は正であ
るとする。すなわち Xlu，Xlb ， Xlν>U。第2財から第n財までは等しく投
入要素で，その数量は負の値をとるものとする。すなわち，Xjtく0(;=2，3， 




将来の時車の ζ とである。 ζ の:ljf.~については， IVであきらかになるであろう。
4 (218) 第 119巻第4.5号
個の財のあいだの変換関係に集約されている。
(1) f(XI0' ...， $，0; Xlh Xnl ; Xlo' •..... ， x，，~) =日
n(ν+1)個の財の集合に対応して，同じ個数より成る正の価格の集合がある。













p"乱百云 i，j=l， 2， .._，.， n 































6) I現在利閏JIlo 0)定義はケインズ申刺闇の定義と異なっている。 ケインズは，すくに述べる
ように，費用のなかに， E呂2ρかh‘叩0山Z
またこのことが，ケインスの世用者費用概意の重要な特徴である。












(5) ム0'宏子 μ宏ア(-Z7)+ +(一宮~)
あるいは，
dll， • dllν 
(5)' p，.，'=ι。+ラさ上+ ・+:;:一
“凶(...，，0 “ん.0
いま x却を労働の投入量とし， 労働のみが要素費用 Cfactor cost)を構成す
るとすれば x"を生産するのに要する使用者費用 U は， 第n財を新しい価
格 E評価する ζ とにより l 次式白ようになる。



























格 (PlO をのぞく〉の関数左みなすこ kがで雪る。 ケインズにならって，これ
を総供給関数と呼ぶことに Lょう。
まずはじめに総供給関数の形状を検討する"。今期の最適産出量のもとでE








~W 戸司 ル 10 ・~10
より大きくなければならないことを意味する。産出量が1単位増加するとき，
他のすべての投入財の投入も増加すると考えてよいから，一般に
dユ~ (}X;n ~ X;n 弓~<長こ.!y-< ~.u くo
axlO OXlO XI0 
が成立して，限界費用が平均費用より大である ζ とが保証される。いま総費用
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両辺に百三;(P10Z10〕一£〔山〕を加えて整理すれば，
























"..10 。(d万一¥いはすで(与さム)く0。 ζのことは，利潤が極大になっている均衡状態におい…一て. I現在利潤」の変化は将来利潤の犠牲と均等である， という(4)'の関係から

















































いますべての将来財をひとつの群とみなし， その予想価格 F山・ ， Pnl; 
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ヒックスの規目IJ9)よりその影響は負である。つまり，X';三 f)圭L とすれば，f)p， 





















9) ヒックス (2)pp. 321-2 (抗杭数学附鋸-25-6ページ〕









a1凡o.dx"o._ a (" dlI¥ a (dx"o¥ 
← τIi-. dx;~ 百 lzztj+〔pF叫仰〕百出瓦j
将来財の価格ト昇のため，現在の産州増による将来利潤の限界犠牲は増加する



















-pnO'. 嘉E且L 染 LA止




~~+~!:;.，o.~ん0 くOfJE '-fJE. dXIO 
ここで先に仮定したように，主止士手立とすれば，
&るみ10 必 10
XI0~i:.O -1X~O f:}t~o くOoiiE 禽oflE 
現実の生産過程，とくに大企業における生産は，収穫不変のもとで行われて
いることが，いくつかの実証研究で明らかになっている。いまこ白事実から，
投入・産出の結合比率が一定である， と想定しよう。 すなわちます 定
。(宇叫
(i~2， ー ， n)。期待が変化しても，投入慨は不変で;1:，iSi" t" _¥者ι
=0 (i~2， ，η〉。したがって，
空色ι 旦ι9'--.A主.. 

































値をとる， Z'は， 問題の企業〔産業)における雇用量 272Jと期待価格 p，'(ただし今期の産出
物白価格を白ぞのを独立変数とする売上金額を示している。経済全体に同ーの期待が支配する








11) ケインズ [3)pp. 46-7 (邦訳47ベージλ






で「今期」の投入・産出量および価格と呼んだ品。，X20， x"o; PIO， P20， 



























































































13) ロビンソン二イー トウェル [6Jp. 173， 
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